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第２３７２回 例会 第 16 回例会（10 月 21 日） 3 クラブ合同例会 

●点鐘 

●会長挨拶 

●幹事報告 

●留学生挨拶 

●点鐘 

点  鐘 

 

会 長 挨 拶 

 

行田 RC 島﨑会長 

皆さん こんばんは、行田ＲＣの島﨑です。きょうは吹上ＲＣ

の皆さんには大変お世話になります。 

行田クラブでは先週は移動例会で奥多摩周遊、東京近郊

の山里の風物を観賞してきました。 

次は 12月に東京都心に向かいます。 午前中からの組は新

装なった歌舞伎座での12月大歌舞伎、 愛之助に獅童、玉

三郎、海老蔵が出演して奥様方は大満足。 オレは忙しいと

いう午後から組はいま落語では若手実力 No.1 の春風亭一

の輔師匠の古典落語人情噺 「子別れ」 を聞いてこちらも夫

婦も円満、そして最後は東京のうなぎの老舗 こんなさっぱりと

した上品なうなぎは食ったことがないと思うこと間違いなしの 

野田岩本店の 1・2 階を借り切っての懇親会、この一日の企

画をあのすきやばし次郎を世間に紹介した料理評論家で、

大学の卒論のテーマは落語の名人 8 代目桂文楽 という山

本益博さんにプロデュースしてもらっています。 宴会では山本

さんの料理に関するうんちくと落語についての話しも聞けると思

いますから、きっと楽しい一日あるいは半日になるだろうと思い

ます。 

こう話しますと 今年度は遊んでばかりいるようですが 7 回行

う移動例会のうち 6回は日本の伝統文化に触れることを目的

としていまして、年が明けてからも足利の栗田美術館でのお花

見、そして親睦旅行は京都裏千家今日庵の訪問と続きます。 

行田ＲＣは近々50周年を迎える訳ですが 従来型の事業も

続けながら輝く瞳の委員会ビジネスシリーズ委員会や行田み

らい委員会と言った新しいネーミングの委員会活動も展開し、

このような移動例会もくり返して行く、そんな中から年度の終わ

る頃には次の 50 年に向けてのメンバーのコンセンサスがきっと

生まれてくるに違いないと思っております。 

メンバーの皆さんには ぜひ今後も大いに出席してください。そ

して少々オーバーな言いようかもしれませんが 日本のＲＣの今

後のひとつのモデルとなるくらいのクラブのあるべき姿、そういうも

のを一緒に考えて頂きたいと思います。 

きょうのはなしはこれでおしまいに致します。 
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行田さくら RC 半田会長 

 

 

吹上 RC 鳥羽会長 

 

幹 事 報 告 

 

行田 RC 碓井幹事 

 

 

 

 

 

行田さくら RC 五十幡幹事 

 

 

吹上 RC 山崎幹事 

 

留 学 生 挨 拶 

 

各クラブの留学生から、挨拶がありました。 

 

点  鐘 


